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よ’まえがき
　超高張力鋼は海外に参いては、・ケットなど宇宙関係のほか、航空機、車輌、機械部材、海洋関係など高度の性能を

要求される分野に応用され、また研究も実に広汎に実施されているが、わが国に沿ける最初の代表的な応用例は東京大

学の固体ロケットであった。したがってはじめて国産超高張力鋼を採用するのであるから、その特性とくに最も問題と

なる破壊じん性について知る必要があった。

　　UH委員会はこのような時代の要求を背景として昭和56年に発足し、その後昭和40年から鉄鋼部会内の組織に改

変され、以来今日に至るまで規模は小さいものではあったが各種の超高張力鋼の破壊じん性、溶接性、その他の性能に

　っいて長期にわたる研究を行って来た。この間わが国の宇宙開発は・はなばなしい成功裡に進められ、われわれの研究に

たゆまぬ希望を与えつyけてくれた。

　　な沿、本報告書はUH委員会が日本溶接協会鉄鋼部会内に組織されてからの共同研究の結果を綜合的に検討考察して

　とりまとめたものであるが、UH委員会はそれ以前から発足して沿り、つぎのような歴史的発展をたどって来たもので

　あることを参考までに付記するo

昭和56年

昭和57年

　委員会準備会（36　Z　25）

　　シンポジウム（56．9　12）　東京

　溶接技術超高張力鋼特集号発行　（第10巻第2号）

　　日本溶接協会内に特別技術委員会としてUH委員会をかいた。

　第1分科　：　一般用H　T100

　・第2分科　：　ロケット用Hl　T150

　第5分科　：　艦船用H　T100

第2分科ではつぎの供試鋼材について研究した。
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1M
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製造者

日本製鋼
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日本鋼管
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富士製鉄

目標引張強さ
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200　〃

150　〃
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板厚

2膨鋸

〃
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150～200㎏／i初超高張力鋼薄板の溶接に関する研究（40．551）

昭和58年はろ7年度計画研究を実施、昭和59年は後半昭和40年より鉄鋼部会に移行する準備を行ってい

るo

なか、この間に超高張力鋼に関する外国の文献をひろく蒐集し、文献集として第1巻より第5巻まで作製配布

したo
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